
TempoMICHI –市街地再開発事業の新たな道のり–
「空白」の
ストリート

今までのまち 仮囲いがあるまち これからのまち

【市街地再開発事業×ストリート空間活用】
市街地再開発事業によって通行以外のアクティビティがない「空白」のストリートが生まれる仮囲いストリートに小さな空間を作り、新しい機能やアクティビティ
を加える。通行人の歩行のテンポ（Tempo）を下げることで、「空白」のストリートが「賑わい創出」や「未来に繋がる」一時的な（Temporary）ストリートに変わる。

みちカフェ

米百俵プレイス内にオープンするカフェ。

完成前に仮出店する。

カウンターの部屋

カフェの座席。

学習室やコワーキングスペース

として利用も可能。

テーブルの部屋

カフェの座席。

学習室やコワーキングスペース

として利用も可能。

よるの森

マルシェやワークショップなどのイベントを開催。

常時はファニチャーを設置し、サードプレイスとして解放する。

米百俵プレイス内の図書館の仮オープンも行われる。

ひるの森

マルシェやワークショップなどのイベントを開催。

常時はファニチャーを設置し、サードプレイスとして解放する。

米百俵プレイス内の図書館の仮オープンも行われる。

あさの森

廃道によって生まれた空間を活用し、

イベントなどを開催する場。

移動販売車での販売も可能。

仮囲い側にはマップやイベントの日程を掲示。

コモレビ

公園のような感覚で滞在できる空間。

倉庫

イベントで使用する備品などを保管する。

米百俵プレイス　展示場

建設中の米百俵プレイスの展示を行う。

説明パネルだけではなく模型やＶＲなどで

長岡の未来をイメージする。工事の概要も掲示。

レンタルスペース

室内のレンタルスペース。

短期間のポップアップストアやギャラリーとしてレンタル可能。


